
<書 評〉

「水濤伝』第十一冊(岩 波文庫 ・

清水 茂訳)を 評す

鈴 木 陽 一

1.読 者 の一 人 と して

戦後間もな く 『水濡伝』の第一冊が岩波文庫か ら出版 され た。昭和22

年 のことである。申国の白話文学の研究書も工具書も乏 しい状況のもとで

のことである。それは吉川幸次郎氏を中心に行なわれていた元曲の研究の

いわば副産物であったが,極 めて大 きな意味のある翻訳であった。戦後の

日本における白話小説の研究史上欠 くことのできぬ存在であると言ってよ

いo

しか し,残 念なことに順調に刊行 されたのは第五冊まで,以 後は遅々と

して進まず36年 後の今 日に至 るもなお完結 していない。読みかけの小説

の続 きを待たされること数年間,し かもそれが一度や二度ではないとあっ

ては読者たるものたまったものではない。 しか も筆者 の知 る限 り,1960

年 代には工具書 も研究 も大幅に進歩 したのである。に もかかわ らず,一 冊

の刊行に5年 も費すのは,よ し翻訳に完壁を期 したにせ よ,怠 慢のそ しり

は免れ得ないのではないか。 このままでいけぽ,第 一冊刊行当時の若者は

最終冊の刊行時には還暦を迎えることになるのである。 これはいかなる理

由があろ うとも読者無視の行為 と言わ ざるを得ない。筆者 も読者の一人 と

して,訳 者清水茂氏,並 びに岩波書店に対 して,か かる事態を反省 し一刻

も早 く最終冊まで刊行されんことを強 く望む ものである。

2.中 国語は分らな くとも誤訳は分る

『水潜伝』が翻訳 されて喜ぶのは一般の文学愛好者に限 らな い。中国文

学の研究者,と りわけ浅学の筆者にとっては,教 わるところ極めて多 く,

研究を進める上でも大変に有難い存在で あ る。 しか し,全 く意外 な こ と

に,今 回刊行 された 『水濡伝』第十一冊は諸手を挙げて歓迎することので
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きない翻訳であった。筆者が この翻訳に些か問題あ りと気づいたのは以下

の様な奇妙な日本語に出会ったためである。なお,各 行の頭の数字は訳文

の頁数を示 し,傍 点は全て引用者による。
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　 の 　 　 　

罪 とがは空い っぱいなのに
　 の の の

ぞ了儀 よ くし・な カミ牙t
　 　 　 り

ま る く間 くば り,
　 の 　

よくも天朝 さまの軍隊に手むか う気か。
・

二ひ きの馬は,水 を踏 んで立 ち 上が ります 。
の 　 り

さらに高大将の腹心です。
　 　

みるみ る日は次第に暮れ
　 　 ロ 　 　 　 　 の 　

ほんのわずかなち ょっぴ りした もの,
　 　 　 の の 　 の の 　

みず うみに落 ち さす らってい るのね。

きみたち,み な の もの,

以 上 の よ うな首 を か しげ た くな る表現があち こちに見え る。そ こで筆者

が原文 と照 し合わせてみ ると,更 に 多 くの悪 訳 ・誤 訳 を 見 出す結果 とな っ

て しまったのである。

3.中 国語を知 らないと分らない

翻訳 をす る際に,意 訳 か直 訳 かが 問 題 に な る。 しか し実際には どちらも

必要 な ものであ る。原文 の構造や細部 の意味 までを も伝 え ようとすれば直

訳 を しなければな らない し,か とい って直 訳 だ け で は 日本語 に な らな く

な って しま う。直訳 を して注釈で補 うとい う方法 もないではないが,こ れ

に も限度 は あ る。 特 に 『水濡伝』 のよ うな小説 の場合,余 りに 注釈 が あ る

とそれ だ け で読 者の興味は著 しくそがれて しま う。従 ってまず 日本語の類

似 の表現に置 き換え,必 要 な場 合 注釈 で補 うとい うのが望 ましい。 ところ

が,今 回 の 『水 濡伝 』 は ま さに直訳,し か も注 釈抜 きの表 現 が 随処 に見 ら

れ る。以下,原 文,訳 文,筆 者 の解 釈 の順 に示す 。 な お原 文 の上の数字 は

回数 を表す。

75不 成全好事,也 不愁伽這依賊飛上天去了。
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14め で た く納 ま らな くて も,ま さか きさ ま ら どうぽ うど も,天 へ飛
i　 　 つ

び上が るわけで もあるまい。

○ ここは直訳であ り,か つ誤 訳 で あ る。 原 文 は 「天 へ飛 んでい って

しま う」 の意。「～上～去」は 「飛」 とい う動作 の方 向を表す に

す ぎない。そ もそ も日本語 では 「とびあが る」と言えぽ驚 き,r天

に も 上 る」 と言 えば喜 び の表現 であ り,こ の文脈 とは 全 く一 致 し

な い。

75罪 悪迷天
　 fロ ・ ・

18罪 とが は空 い っぱ いな のに

○ 「迷天 」 は 「弥天」 とも書 く。非常 に 大 きな,と い う比 喩 的 表 現
　 　 　

として頻般に用い られ る。

75把 水酒倣御酒咲俺椚吃
り 　

21水 酒 を恩 賜 の酒だ と,お れ た ちをだ ま して飲 ます 気 か。

○ 「水酒」 とは水 っぽい酒 の こと。

76宋 江与呉用巳自鉄桶般商量下計策。
・ ・f・ ・

34宋 江 と呉用,も うち ゃん と鉄 の桶 の よ うに相 談 して計略 を きめ,

○ 「鉄 桶般」 と は 計 画 に一 分 の スキ もない こと。 しか もこの訳文で

は,「 鉄 の 桶 の よ うに 相談 して」 と読め るか ら,お そ ら くaiの

読 者 に は 皆 目分 らない で あ ろ う。

77童 貫瀧 罵上披看時,四 面八方f四 隊軍馬,両 脇両隊歩軍,拷 楮圏,

簸箕掌,梁 山泊軍馬大処斉斉殺来。

74童 貫馬をまとめて坂を の ぼ り眺 め やれ ば,四 方八方,四 隊の軍
　 　 　 　 　 の 　 　

勢,両 わ き は 二 隊 の歩 兵,籠 の中か,箕 の底 か,梁 山泊 の軍 勢

は,あ ち こちか らひ しひ しと押 し寄せ て来 ます。

○ 「{考杷 圏」,「簸 箕 掌」 は,共 に ま る く しか もき っち り並 ん でい る

形 容 として用 い られ る。従 って ここでは梁山泊の軍勢が童貫た ち

を取 り囲んでい る様 と考 えれば よい。 なお,『 水{uWf伝』 の第20回

に,「 簸 箕掌 楮 杷 圏 坐定 」 とい う文 があ り,訳 で は,「 車座 に掛 け
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ます 。」 と してい る。 これ な ら十分に理解 で き る。 また,「 瀧 馬」

を 「馬 を ま とめ て」 と訳 しているの も 誤解 されやす い。 「馬 をた

てなお し」 と訳すべ きであろ う。

79八 箇馬蹄翻蓋撒鍼相似,約 赴過五七里,
　 ・ の ・ 　 　 の 　 　 i　 ・ 　 　 　 　

114八 つ の馬 のひづ め1さ かず きを伏 せ 鏡 鋏 を まい た よ うに,五 六 里

も追 いか け,

○ こ こは 逃 げ る呼延 灼 を 韓存 保 が追 いか け る場面。 「翻蓋撒鍼」 は

前後 の関係か らして馬 の疾駆す る様 であることは容易に分 るので

はないか。要す るにひずめ の激 し く動 く様であ ることが分 る日本

語にすべ きであ る。

79張 清軽 紆 猿腎,欺 紐 狼腰,
　 の 　 　 　 　

117張 清,軽 くひ じを伸 ば し,狼 の よ うな腰 を ひね れ ば,

○ 原文 を見 れ ば 「猿腎 」 と 「狼腰」 とが対にな ってい るのは一 目瞭

然であ る。 それを片方だけ直訳 したか ら,不 思 議 な 日本語 にな っ

て しまった の で あ る。 「さっと腕を伸ば し,腰 を鋭 くひ ね り」 と

訳 す るのが 妥 当であろ うと思 う。

80只 見一箇人従水底下鍛将起来,便 跳上柁楼来,
　 　 　 　 　 り の 　 　

158ひ と りの男,水 底 か ら も ぐ り出て,舵 や ぐらの上 に跳 び あが り,

○ こ こは直 訳 と言 うよ り誤 訳 とすべ きか もしれ な い。 「鍛」 とは本

来,錐 で 穴を あ け る こ とを 言い,転 義 と して用 い られ る場 合 も,

そ の意 味が 生 きて い る。 水 か ら勢 い よくとび出 して来 ることを,

穴 を あ け る よ うな動作 に見 た て て,「 讃」 を用 い て い るの であ る。

「水底 か ら も ぐり出て」では,水 底 に秘 密 の抜 け 穴 で もあ る よ う

ではないか。

4.誤 訳 と悪 訳

以下,冒 頭 か ら順 序 通 りに誤訳,及 至 は悪訳 と思 われ る ものを挙 げてい

こ う。
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9拙 者,天 子 さまに奏 上 して,大 軍 を動 員 し,み ず か ら か の 地 へ

行 って,根 こそ ぎひ っ こ抜 くの こそ,そ れ が しの願 い。 大 将 閣下

の このたびの ご旅 行,そ れが しの部 下 な る副官 一 名,弁 舌 の達 者

で,一 を 聞 け ば十 を答 え る。

○ この文 を よ く読 んで頂 きたい。前半は 「拙者」 と 「それが し」が

重複 し,後 半 は 明 らか に 言葉 が不 足 して い る。

コ の

12五 色の絹織物表裏二枚,

○ 表裏は原文でも 「表裏」,

る意味か。

ところで 日本語で 「表裏」 とは如何な

　 　 　 　 　 　 ・ ・ の 　 　 　 ・ じ 　

33は るば る進 軍す る こ と,一,二 日な らず して,早 くも済 州 ざか い

まで着 き ま した。

○ 「は るば る」は原文は 「遙逞」,軍 隊 の隊 列 が長 々 と続 く様 。

34命 あ って の物 だね と死ぬ のを こわ が り,

○ これ は直訳 か ら生 じた悪 訳 で あ る。 「命あ っての物だね」だ けで

な くてはいけない。

35山 の うしろか ら,… …早 くもま ろび 出 た五 百 の歩 兵,

○ 「ま ろ び 出た」 の原文 は 「転 出」で,完 全 な 誤訳 。 物 か げか ら出

て くる意味であって,五 百 の歩 兵 が ころが り出 て くる訳がない。

なお,「 転 出」 は頻 出 す る が,他 の個 所 では 「め ぐ り出 る」 と正

しい訳 を してい る。

56参 謀 総長 童 貫 ……梁 山泊 の軍 勢 を 見てあれば,… … この九 宮 八 卦

の陣立 てを作 りあげ ました。軍勢 人なみす ぐれ,将 兵,雄 雄 し
・

くとも,驚 きの あ ま りた ま しい は飛 び散 り,… …

○ この文 だ け を読 む と,「 人 なみ す ぐれ」 た軍勢(こ れ も 妙 な表 現

だ)と 「雄 雄 しい将 兵」 は童 貫 の側 の ように思えるが,原 文 は そ

うで は な い。 九宮 八 卦 に陣立 てた梁 山泊 の軍 勢の見事 さに童貫が

驚いてい るのであ る。



76 鈴 木 陽 一

62思 うに,こ の いな か どうぽ う,た だ 山を た よ りに の さば って,た

くさん軍 勢 をそ な え,か らいば りを して い るだ け な のに,0時,

地 の利 を失 な った まで の こ と。

○ この文の誤 りは,「 地 の 利 を 失 な った」 まで一 つ のセ ンテ ンスに

して しまった ことで あ る。「地 の利 を失な った」のは官軍であっ

て,「 いな か どろぼ う」 で は ない。

　 　

65か の り ょ う師,… … さ お を 手 も とに と って ,舟 に 近 づ く もの を,
　 り ・ 　 　

一打 ち一人
,眉 間 を打 つ もの,あ た ま を 打 つ もの,顔 を打 つ も

り

の,み な 水 中 に打 ち落 と して しまい ま した。

○ 「もの」を乱用 して い るため,訳 の分 らない 文 に な って い る。 後

半三つ の 「もの」は 「や ら」に改め るだけでいい。

76馬 は 後 の脚 を折 って しまい,李 明を馬 か ら振 り落 とせ ば,手 に し

た 槍 を投 げ 棄 て て,逃 げ 出そ うと します 。

○ 「後 脚 を や られた馬は李明をi振 り落 と します。 李 明,手 の槍 を投

げ 棄 て て逃 げ 出そ うとします。」 と訳せば よい。

83童 貫を や っつ け て,胆 をひ や し心 く じけ,夢 の 中で もこわが るほ

ど。

77殺 得 童 貫胆 寒心 砕,夢 裏 也 伯。

○ 「童 貫 が 胆 を冷 し心 くじけ,夢 で も怖 れ るほ どや っつけ た 。」 と訳

すべ き。

ゆ 　 の 　 　 　

103槍 を あわ せ て勝 負 すれ ば,な にか まちが い あ って そ ち一 代 の清 き

名声をむ ざむ ざ失 なお うそ。

○ 「槍をあわせ(槍 を あわす とは勝 負す る ことに 決 ってい る!)な に

か まちが い あれ ば」 とす べ ぎであ る。

105荊 忠,__..り の大長 刀 を使 い,… …二 人 の将 軍,手 合 わ せ して,

二 十 合 ばか り戦 い ま したが,呼 延 灼 が さそ い の す き を見 せ た の

に,大 刀 を受 け 止め られ,手 順 に振 りあ げ た鋼 の鞭 のただ のひ と
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打 ち,ね らい あや また ず,み ご と荊 忠 のあ た まに あ たれ ば,… …

この文 を読 んでr人 の動 作 が す ん な りと想像 で きるであろ うか。

主語 と述語 の関係,能 動 と受 動 の使 い分 け に無 頓 着 なため ,こ う

い う悪 文 が で ぎ上 る。

124

79

0

おだやかな ことばを用 いないで,利 害 ぼか りを話 した … …

不用 嘉 言,専 説 利 害,

「利 筈」 イ コール 「利 害」 で は な い。ひ どい

歩的誤訳。

の意味であ る。初

125こ の梁 山 泊 のみ ず うみ の水面 は,や っつ け られ て屍 は い た る とこ

ろ に横たわ り,

083の 例 と全 く同類 の誤 りで あ る。 「屍がいた るところに横たわ る

ほどや っつけた」 と訳すべ きであ る。

28

79

0

1 この一句は,あ い まい な い いか た,

這一 句是 囮園(一 作 「圃 」)話 。

囮園(hulun)は ま るご と,の 意 味。 つ ま り切 れ 目の な い一 つ の

文 であ る,と い うこ とを述 べ てい るのだ。

　 　 　 　

143船 橋 か らひ とこえ拍 子木 を 打 て ば,

○ 日本語 で は,生 物 の出す 音 を 「声」 と言 い,無 生物 の場合 「音」

と言 う。 と ころが中国語では どち らも 「声」,「声 音 」 で よい。 つ

ま り,こ こは直 訳 して誤 訳 に な った 例 であ る。

154前 の二 回 は,い ずれ も適 当 な人 を 得 な か っ た の で ,軍 勢 を 失 な

い,た くさん の船 をや っつ け られ るめにあった。今度は,よ い船
の 　 り

をい くらか造 ったのだか らiわ しが も し じき じき出か け て監督せ

ねば,ど うして この敵 を つ か まえ られ よ う。

○ こ うい う日本語 の初歩的 ミスを指摘せねばな らない ことを,私 は

残 念 に 思 う。 言 うまで もな く,「造 った のだ か ら」で は な く,「造 っ

た ものの」 と しな くては な らない。
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165大 将 閣下 は,お え ら方 の お ことぽ,信 頼 を うら切 るこ とは あ りま

す まい。

80太 尉 乃大 貴 人 之言,焉 肯失 信

○ 原 文 は 「太 尉」 と 「大貴人」が並列,し か し訳文 の方 は 「太 将 閣

下 」 と 「おえ ら方の ことぽ」が並列にな って しまってい る。 また

「焉肯……」は 「あ ります まい」 な どとい った弱い反語 ではない。

175

81

0

一 日な らず して

不則一 日

原文は,何 日 もかけ て,の 意 。

178

81

0

あた しは年が小 さいんだか ら,
● ● ●

俺年紀 幼小,

この台 詞 の人 物 は27才 で あ る。 こ こ も直 訳 か ら出た誤訳。

5.お わ り に

私は清水氏の揚げ足を取 ろ うとす るものではな い。 また小説 の翻訳が ど

れ程困難 であるか とい うことも,完 壁 を期 す こ と が 不 可 能 に近 い ことも

知 ってい るつ も りである。そ うした ことを割引いて考 えた として も,ま た

第 十 冊 まで の訳 文 と比べ て も,明 らか に今 回 の第 十一 冊 は杜撰 のそ し りは

免れ得ない と思 う。 また人称 の用 い方 のいい加減 さ,用 語 の無 神経 さ も,

私 には 些 か 目に 余 る ものに 思 えた こともつけ加えてお く。 コソ泥 あが りの

時遷が 「ぼ く」だの 「きみ」だ の とは,一 体 ど うい う訳 だ ろ う。

そ もそ もs中 国 の 白話 小説 は翻訳 の数 が 少 ない。代表的 とされ る四大奇

書 の うち,二 種 類 の完 訳 が 出 て い るの は 「三国志演義』ただ一・つであ る。

「西遊記』に 至 って は,明 刊 本 の完 訳 は岩 波 文庫 で出版 されかけたが,訳

者 の死 去 と共 に途 中 で ス トップした ままであ る。従 って,一 つ の翻訳 が与

え る影 響 は極 め て大 き く,そ の訳 ので き如 何 が 白話 小説 全 体に対す る評価

を左右 しかねない。そ うした状況 の下 で,今 回 の よ うな安 易 な翻訳 が 出版

され た ことは,白 話 小説 の研 究 者 の末 席 を 汚す 私に とって,甚 だ 遺感 で あ

り,敢 え て言 え ば迷惑 で あ る。 こんな ものが 白話小説 である,と 一般 の読

者 に思 われ る ことを私 は何 よ りも怖れ る。
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紙 幅 の制限 もあ って,多 数 の例 を示 す こ とが で きなか ったのは残念 であ

る。中国語が分 らない方で も,一 読 す れ ば ,私 が 指摘 した 以外 に もた くさ

ん の誤 訳 ・悪訳が見つけ られ ることは まちが いな い の だ か ら
。そ の意味

で,こ の 『水 濤伝 』 第十___.冊は ,誤 訳 ・悪 訳 の見 本帖 と して貴 重 な ものか

もしれ ない。


